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１．定住自立圏共生ビジョン策定の意義 

 (1) ビジョン策定の目的 

    本ビジョンは、菊池市定住自立圏形成方針に基づき、同方針に定める施策の具体的

な実施内容を規定し、その総合的かつ計画的な推進を図ることにより、圏域の自立的

発展及び住民生活の安定向上に資することを目的とする。 

 

(2) 定住自立圏の名称   

菊池市定住自立圏 

 

 (3) 定住自立圏を形成する市町村の名称及び位置 

    菊池市（菊池地域、七城地域、旭志地域、泗水地域） 

 

【菊池市ホームページより出典】 
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２．定住自立圏の将来像 

 (1) 圏域の現況 

 菊池市は、熊本県北東部に位置し、東部は阿蘇地域、南部は菊池南部地域（大津町、合志

市）、西部は山鹿市、北部は大分県日田地方にそれぞれ接しています。地勢は、北部の八方

ヶ岳から東部の阿蘇外輪山の鞍岳まで山岳が連なり、地域の大半を森林が占めています。そ

れら山岳からの豊富な水が菊池川本流をはじめとして迫間川、河原川、合志川に流れており、

菊池平野を潤し、肥沃な土地を形成しています。 

 この地域は、古来、市名に名を残す菊池一族の統治による九州の政治・文化の中心地とし

て栄え、政治・教育・文化面において大きく影響を与えており、現在でも多くの遺跡が各地

に残っています。江戸・明治期には農業技術先進地として、また良質な米の集散地である商

業都市として発展してきました。 

 平成 17年 3月 22日に菊池市、菊池郡七城町、旭志村、泗水町が合併し現在の菊池市が誕

生しましたが、この 4市町村は、合併前から経済・文化・生活等のさまざまな分野で密接な

関係があり、市町村域を超えた住民相互の交流が活発に行われていました。他方、行政にお

いても、市町村の枠を超えた広域的な行政需要に対応するため、広域連合や広域行政事務組

合等の共同事務を行っていました。 

 合併後は、各地域のさらなる連携を強化し、一体感の醸成や地域課題の解決に取り組んで

いるところです。 

 

【土地利用方針】 
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【圏域の人口・世帯】 

○人口と世帯数 

人口は、平成 12年をピークに減少傾向にありますが、世帯数は増加しており、それに反

比例する形で世帯員数は減少しています 

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R２

人口（人） 28,258 28,460 28,518 28,166 27,987 27,342 26,716 25,241 23,911 23,045

前回比 100.7% 100.2% 98.8% 99.4% 97.7% 97.7% 94.5% 94.7% 96.4%
世帯数 7,535 7,911 7,977 8,304 8,543 8,690 8,890 8,724 8,776 9,111

前回比 105.0% 100.8% 104.1% 102.9% 101.7% 102.3% 98.1% 100.6% 103.8%

世帯員数 3.75 3.60 3.58 3.39 3.28 3.15 3.01 2.89 2.72 2.53
前回比 96.0% 99.4% 94.7% 96.8% 96.0% 95.6% 96.0% 94.1% 93.0%

人口（人） 5,726 5,760 5,837 5,883 5,822 5,838 5,654 5,475 5,172 4,907

前回比 100.6% 101.3% 100.8% 99.0% 100.3% 96.8% 96.8% 94.5% 94.9%
世帯数 1,374 1,398 1,411 1,427 1,490 1,569 1,609 1,666 1,643 1,698

前回比 101.7% 100.9% 101.1% 104.4% 105.3% 102.5% 103.5% 98.6% 103.3%
世帯員数 4.17 4.12 4.14 4.12 3.91 3.72 3.51 3.29 3.15 2.89

前回比 98.8% 100.5% 99.5% 94.9% 95.1% 94.4% 93.7% 95.7% 91.7%

人口（人） 5,101 5,367 5,384 5,490 5,410 5,407 5,210 4,934 4,562 4,092
前回比 105.2% 100.3% 102.0% 98.5% 99.9% 96.4% 94.7% 92.5% 89.7%

世帯数 1,255 1,291 1,313 1,375 1,387 1,447 1,436 1,435 1,393 1,362

前回比 102.9% 101.7% 104.7% 100.9% 104.3% 99.2% 99.9% 97.1% 97.8%
世帯員数 4.06 4.16 4.10 3.99 3.90 3.74 3.63 3.44 3.27 3.00

前回比 102.5% 98.6% 97.3% 97.7% 95.9% 97.1% 94.8% 95.1% 91.7%

人口（人） 9,183 9,940 11,092 12,071 13,326 14,049 14,282 14,544 14,522 14,372
前回比 108.2% 111.6% 108.8% 110.4% 105.4% 101.7% 101.8% 99.8% 99.0%

世帯数 2,184 2,507 2,918 3,218 3,737 4,196 4,573 4,881 5,137 1,362
前回比 114.8% 116.4% 110.3% 116.1% 112.3% 109.0% 106.7% 105.2% 26.5%

世帯員数 4.20 3.96 3.80 3.75 3.57 3.35 3.12 2.98 2.83 10.55

前回比 94.3% 96.0% 98.7% 95.2% 93.8% 93.1% 95.5% 95.0% 372.8%

人口（人） 48,268 49,527 50,831 51,610 52,545 52,636 51,862 50,194 48,167 46,416

前回比 102.6% 102.6% 101.5% 101.8% 100.2% 98.5% 96.8% 96.0% 96.4%

世帯数 12,348 13,107 13,619 14,324 15,157 15,902 16,508 16,706 16,949 17,593
前回比 106.1% 103.9% 105.2% 105.8% 104.9% 103.8% 101.2% 101.5% 103.8%

世帯員数 3.91 3.78 3.73 3.60 3.47 3.31 3.14 3.00 2.84 2.64
前回比 96.7% 98.7% 96.5% 96.4% 95.4% 94.9% 95.5% 94.7% 93.0%

資料：国勢調査
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○年齢階層別人口の推移 

 ０歳から 54 歳までの人口は減少していますが、55 歳以上の人口の割合は増加しており、

少子高齢化が進んでいます。 

 

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

65歳以上 3,567 4,025 4,499 5,129 6,050 6,706 7,341 7,475 7,776 8,134

55～64歳 2,974 3,246 3,850 4,114 3,763 3,385 3,596 3,898 3,669 3,216

15～54歳 15,653 15,486 14,565 13,683 13,297 12,943 12,049 10,666 9,458 8,718

0～14歳 6,064 5,703 5,604 5,232 4,877 4,308 3,722 3,183 2,924 2,856

計 28,258 28,460 28,518 28,166 27,987 27,342 26,716 25,241 23,911 23,045

65歳以上 779 859 963 1,203 1,377 1,532 1,606 1,569 1,659 1,786

55～64歳 641 769 867 858 775 671 708 849 846 717

15～54歳 3,162 3,036 2,865 2,631 2,610 2,679 2,553 2,292 1,961 1,770

0～14歳 1,144 1,096 1,142 1,191 1,060 956 787 765 701 634

計 5,726 5,760 5,837 5,883 5,822 5,838 5,654 5,475 5,172 4,907

65歳以上 666 750 813 989 1,193 1,375 1,488 1,461 1,522 1,559

55～64歳 555 659 789 766 696 604 657 771 767 609

15～54歳 2,793 2,845 2,650 2,656 2,546 2,535 2,296 2,030 1,743 1,385

0～14歳 1,087 1,113 1,132 1,079 975 893 769 671 593 538

計 5,101 5,367 5,384 5,490 5,410 5,407 5,210 4,934 4,562 4,092

65歳以上 1,100 1,240 1,469 1,770 2,002 2,692 3,052 3,329 3,881 4,328

55～64歳 851 1,048 1,349 1,556 1,619 1,621 1,946 2,240 2,141 1,816

15～54歳 5,359 5,650 5,900 6,189 6,870 7,259 7,114 6,821 6,264 6,097

0～14歳 1,873 2,002 2,374 2,552 2,632 2,463 2,155 2,130 2,156 2,072

計 9,183 9,940 11,092 12,071 13,326 14,049 14,282 14,544 14,522 14,372

65歳以上 6,112 6,874 7,744 9,091 10,622 12,305 13,487 13,834 14,838 15,807

55～64歳 5,021 5,722 6,855 7,294 6,853 6,281 6,907 7,758 7,423 6,358

15～54歳 26,967 27,017 25,980 25,159 25,323 25,416 24,012 21,809 19,426 17,970

0～14歳 10,168 9,914 10,252 10,054 9,544 8,620 7,433 6,749 6,374 6,100

計 48,268 49,527 50,831 51,610 52,545 52,636 51,862 50,194 48,167 46,416

資料：国勢調査
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【医療】 

○二次救急医療圏病院群輪番制病院診療患者数 

（６医療機関分：川口病院、菊池中央病院、菊池郡市医師会立病院、 

熊本再春医療センター、熊本リハビリテーション病院、熊本セントラル病院） 

 圏域には自治体病院はなく、圏域及び近隣市町である合志市・大津町・菊陽町において二

次救急に対応しています。令和６年度においては、44.7％が圏域内病院での対応を行ってい

ます。 

単位：人 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

菊池市 4,836 5,375 5,455 3,767 

総計 8,239 9,657 9,567 8,412 

資料：健康推進課 

 

○菊池市内医療機関診療所（31医療機関） 

 産科・婦人科は菊池地域のみとなっており、小児科については、菊池地域と泗水地域の２

地域にあるのみとなっています。 

地区 医療機関 診療科目 

菊池地域 

病院 

４医療機関 

内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、外科、胃腸科、脳神経

外科、形成外科、整形外科、リハビリテーション科、リウマチ

科、泌尿器科、性病科、こう門科、放射線科、麻酔科、小児科、

皮膚科、精神科、心療内科、循環器内科、消化器内科、糖尿病

内科、代謝内科、内分泌内科、脂質代謝内科、人工透析内科 

診療所 

18医療機関 

内科、消化器科、循環器科、外科、胃腸科、整形外科、リハビ

リテーション科、泌尿器科、麻酔科、皮膚科、眼科、耳鼻いん

こう科、アレルギー科、小児科、産科、婦人科、精神科、リウ

マチ科、産婦人科、胃腸内科、人工透析内科、美容皮膚科、循

環器内科、呼吸器内科、消化器内科、こう門外科、呼吸器内科 

七城地域 
診療所 

１医療機関 
内科、循環器科 

泗水地域 

病院 

１医療機関 

外科、内科、胃腸科、こう門科、循環器科、整形外科、リハビ

リテーション科、皮膚科、泌尿器科、麻酔科 

診療所 

７医療機関 

内科、消化器科、循環器科、小児科、胃腸科、放射線科、眼科、

心療内科、精神科、こう門科、リハビリテーション科、消化器

内科 

資料：健康推進課 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

【福祉】 

○高齢者世帯の推移 

 高齢者世帯の推移をみると、一般世帯総数に占める 65歳以上の高齢者がいる世帯は５割

を超えています。世帯構成から見ると、高齢者ひとり暮らしの世帯と高齢者夫婦世帯が増加

しています。 

 
 

 

H17年 H22年 H27年 R2年

世帯数 16,452 16,654 16,877 17,510

増加率 1.23 2.58 5.14

世帯数 8,674 8,821 9,237 9,658

増加率 1.69 6.49 9.49

割　合 52.72 52.97 54.73 55.16

世帯数 1,519 1,711 2,001 2,354

増加率 12.64 31.73 37.58

世帯数 1,933 2,054 2,355 2,519

増加率 6.26 21.83 22.64

世帯数 5,222 5,056 4,881 4,785

増加率 △ 3.18 △ 6.53 △ 5.36

資料：国勢調査

一般世帯総数

６５歳以上の高齢者がいる世帯
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○要介護・要支援認定者数の推移：第１号被保険者（65歳以上） 

 認定者数は、令和３年４月から令和６年４月にかけて 2.4％減となっています。このうち

軽度の認定者数が減っています。 

単位：人 

 Ｒ３.４月 Ｒ４.４月 Ｒ５.４月 Ｒ６.４月 

要支援１ 298 265 267 251 

要支援２ 448 462 446 440 

要支援の計 746 727 713 691 

要介護１ 677 644 588 609 

要介護２ 531 534 568 565 

要介護３ 376 369 358 405 

要介護４ 503 532 495 484 

要介護５ 319 335 336 323 

要介護の計 2,406 2,414 2,345 2,386 

合計 3,152 3,141 3,058 3,077 

資料：高齢支援課 

 

○障がい者手帳 手帳所持者数の推移 

 身体障がい者手帳所持者数は減少傾向ですが、令和３年度から令和６年度にかけて、療育

手帳は 8.5％増、精神障がい者保健福祉手帳所持者は 8.6％増となっています。 

                                                           各年度末現在 単位：人 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

身体障がい者手帳 2,139 2,072 1,983 1,899 

療育手帳 547 560 573 586 

精神障がい者保険福祉手帳 507 502 519 551 

計 3,193 3,134 3,075 3,036 

                                  資料：福祉課 
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○地域子育て支援拠点事業（つどいの広場・子育て支援センター） 

 公共施設や保育所等の地域の身近な場所で、子育て中の親子の交流・育児相談等を実施し、

育児不安等を解消するための事業です。総数でみた利用者数は、横ばいとなっていますが、

令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で減少したものと思われます。 

＜利用者数等の推移＞ 

 単位 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

つどいの広場 
人／月 591 856 665 753 

箇所 3 3 3 3 

子育て支援センター 
人／月 256 194 242 219 

箇所 3 3 2 2 

総数 
人／月 847 1,050 907 972 

箇所 6 6 5 5 

資料：子育て支援課 

 

○ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援事業） 

 乳幼児や小学生等の児童を有する子育て家庭を対象に、育児の支援をお願いしたい人（依

頼会員）と、育児の援助を行いたい人（協力会員）との「相互援助活動」に関する連絡・調

整を行う事業です。 

 協力会員は依頼会員とともに増加傾向ですが、活動件数は減少傾向です。 

＜会員数の推移＞ 

 単位 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

提供会員 人 121 123 127 137 

依頼会員 人 229 237 237 277 

活動件数 件／年 216 201 75 59 

資料：子育て支援課 

 

○病児・病後児保育事業 

 児童が発熱等の急な病気となった場合、病院や保育所等に付設された専用スペース等に

おいて看護師等が一時的に保育を提供する事業です。利用日数は令和３年度から増加傾向

にあります。 

＜利用者数等の推移＞ 

 単位 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

実施箇所数 箇所 1 1 1 1 

定員数 人／日 3 3 3 3 

延べ利用日数 人日／年 389 420 484 460 

資料：子育て支援課 
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○放課後児童健全育成事業 

 昼間就労等により保護者が家庭にいない小学生に対して、放課後に適切な遊び及び生活

の場を与えて、子どもたちの健全育成を図る事業です。 

 共働き世帯の増加により利用者数は増加傾向にあります。 

＜利用者数等の推移＞ 

 単位 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

小学校数 箇所 10 10 10 10 

実施箇所数 箇所 13 13 14 14 

利用実人数 人／年 542 539 610 653 

資料：子育て支援課 

【教育】 

○図書館利用状況の推移 

 新型コロナウイルス感染症の影響で伸び悩んできた来館者数も、令和６年度には、全地域

において増加に転じました。 

                   単位：人 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

菊池地域 91,424 122,496 117,854 154,496 

七城地域 4,848 5,035 7,819 8,088 

旭志地域 6,374 4,676 4,071 4,568 

泗水地域 38,337 30,750 27,684 35,029 

合計 140,983 162,957 157,428 202,181 

資料：菊池市立図書館 

 

○図書館貸出状況の推移 

 新型コロナウイルス感染症の影響で伸び悩んできた貸出冊数も、菊池地域ではわずかに

増加傾向にあります。一方、泗水地域においては、利用者数の増加にも関わらず減少傾向に

あります。 

 

単位：冊 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

菊池地域 189,973 204,579 211,103 213,453 

七城地域 14,291 12,796 12,794 13,904 

旭志地域 7,591 6,240 5,699 5,919 

泗水地域 73,747 65,468 66,012 61,935 

合計 285,602 289,083 295,608 295,211 

資料：菊池市立図書館 
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【都市基盤】 

○交通体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○都市機能の集積状況（中心市宣言に記載された主な施設の状況） 
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【産業】 

○産業別構造の推移 

 第一次産業の就業者数・構成比は減少傾向にある一方で、第二次産業の就業者数・構成比

は平成 27年度から令和２年度にかけては増加傾向にあります。 

 第三次産業の構成比は平成 27年度までは増加傾向にありますが、就業者数で見ると減少

傾向となっています。 

 

                               

 

就業者数 構成比 就業者数 構成比 就業者数 構成比 就業者数 構成比

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

農業 4,860 18.58 4,467 18.47 4,042 16.97 3,588 15.07

林業 91 0.35 121 0.50 123 0.52 111 0.47

漁業 0 0.00 2 0.01 0 0.00 1 0.00

第一次産業合計 4 ,951 18 .92 4 ,590 18 .98 4 ,165 17 .49 3 ,700 15 .54

鉱業 9 0.03 2 0.01 1 0.00 7 0.03

建設業 1,944 7.43 1,782 7.37 1,698 7.13 1,820 7.64

製造業 4,905 18.75 4,571 18.90 4,523 18.99 4,660 19.57

第二次産業合計 6 ,858 26 .21 6 ,355 26 .27 6 ,222 26 .13 6 ,487 27 .24

電気・ガス・水道 36 0.14 35 0.14 37 0.16 38 0.16

情報通信業 144 0.55 132 0.55 112 0.47 107 0.45

運輸・郵便業 1,026 3.92 1,008 4.17 880 3.70 867 3.64

卸売・小売業 3,393 12.97 3,082 12.74 2,816 11.83 2,674 11.23

金融・保険業 279 1.07 274 1.13 243 1.02 241 1.01

不動産・物品賃貸業 135 0.52 153 0.63 146 0.61 167 0.70

学術・技術サービス 234 0.89 327 1.35 402 1.69 364 1.53

飲食店・宿泊業 1,323 5.06 1,179 4.87 1,086 4.56 984 4.13

生活関連サービス 964 3.68 885 3.66 831 3.49 788 3.31

医療・福祉 2,565 9.80 3,049 12.61 3,492 14.66 3,479 14.61

教育・学習支援 972 3.72 850 3.51 794 3.33 742 3.12

複合サービス 450 1.72 349 1.44 420 1.76 378 1.59

サービス業 1,737 6.64 1,071 4.43 1,153 4.84 1,083 4.55

公務 954 3.65 795 3.29 714 3.00 744 3.12

第三次産業合計 14 ,212 54 .32 13 ,189 54 .53 13 ,126 55 .12 12 ,656 53 .15

分類不能の産業 141 0.54 53 0.22 300 1.26 188 0.79

総計 26 ,162 100 .00 24 ,187 100 .00 23 ,813 100 .00 23 ,031 96 .72

資料：国勢調査
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○総農家数の推移 

 総農家戸数は減少傾向にありますが、専業農家戸数は横ばいであることから、総農家数に

占める割合は増加しています。 

なお、令和２年農林業センサスから専兼業別統計が廃止されたため、令和２年度は参考と

して主業農家数を掲載しています。 

 

センサス 経営耕地面積

年月日 （戸） 専業農家（戸） （％） （ｈａ）

菊池 1,747 392 22.44 1,992

七城 603 186 30.85 1,028

旭志 535 153 28.60 936

泗水 582 151 25.95 1,127

計 3,467 882 25.44 5,083

菊池 1,602 405 25.28 1,869

七城 544 196 36.03 950

旭志 498 143 28.71 841

泗水 534 155 29.03 1,143

計 3,178 899 28.29 4,803

菊池 1,438 399 27.75 1,863

七城 488 183 37.50 1,007

旭志 458 148 32.31 933

泗水 501 152 30.34 1,193

計 2,885 882 30.57 4,996

※参考

センサス 経営耕地面積

年月日 （戸） 主業農家（戸） （％） （ｈａ）

菊池 1,248 225 18.03 1,794

七城 428 140 32.71 990

旭志 403 124 30.77 933

泗水 447 121 27.07 2,270

計 2,526 610 24.15 5,987

※R2から専業農家数が廃止されたため主業農家数を計上 資料：農林業センサス

総農家数

H17.2.1

H22.2.1

R2.2.1

H27.2.1

総農家数
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 (２) 圏域の課題 

 民間研究機関である「日本創成会議」の分科会が、平成 26年５月にいわゆる「消滅可能

性自治体リスト」を公表しました。 

これが契機となり、政府においても急速に人口減少対策の機運が高まり、地方創生が最重

要課題であるとして、人口減少の抑制や東京一極集中の是正に向け、国が今後５年間の総合

戦略を策定することなどを規定した「まち・ひと・しごと創生法」が制定されました。 

 本圏域においても、圏域の現況で示しましたとおり、人口減少と同時に核家族化と単身世

帯の増加から、少子高齢化は今後さらに進行していくものと予想されます。これは、地域コ

ミュニティや地域経済にも大きく影響していくものと考えられます。 

 これらを踏まえて、三大都市圏への人口流出を抑制し、本圏域への人の流れをつくりだす

ための効果的な取り組みを行う必要があります。 

 産業面においては、市内の事業所や店舗、農業等の従事者数等は年々減少し、経営活動を

取り巻く環境は急激な変化や競争の激化など一層厳しいものとなっています。そうした経

済環境の変化に対応し本市の産業が持続的に発展するためには、多極・多様化する経営活動

の支援やその環境を整備していくことが必要になっています。 

安全で安心な生活を送れるまちになるためには、病院や開業医等が連携した地域医療体

制の構築や、子どもからお年寄りまでが暮らしやすい地域福祉の充実、快適な住環境の整備、

災害から身を守る防災・減災などの取り組みを充実させることは必要不可欠であり、生活機

能の向上を図っていくことも重要です。 

さらに、集落が点在している本市においては、地域間の連携を考慮した幹線・生活道路の

整備が必要であると同時に、誰もが便利で利用しやすい地域公共交通の充実を図っていく

必要があります。 

本市には、豊かな自然・歴史・文化・温泉等の魅力ある資源があります。それらの資源を

次世代に継承しながら、まちの魅力により磨きをかけ、市民がまちの魅力をより認識・再確

認する取り組みや、外部へ情報発信する取り組みを強化していかなければなりません。 

 以上の取り組みを実現するためには、市民と行政がそれぞれの立場で役割を担い、責任を

果たしながら協働と連携によって英知を結集するいわゆる「市民力」こそが最大の力であり、

未来を担う人づくりを目指していく必要があります。 
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(３) 圏域の将来像 

 人口流出を抑制し、人の流れを創出していくためには、市民が「住み続けたい」と思える

魅力ある地域をつくっていく必要があります。本市最上位計画である第３次総合計画にお

ける課題解決のための取り組みは、本共生ビジョンと通じる概念であることから、本共生ビ

ジョンにおいても「人と自然が調和し 希望と活力に満ちた『癒しの里』きくち」として目

指すこととします。 

本圏域は、平成 17年３月 22日の旧菊池市、旧七城町、旧旭志村、旧泗水町による広域合

併以前から、医療・福祉などにおいて広域的な取り組みを行っており、一体となった住民の

生活文化圏が形成されてきました。 

 合併後は、旧４市町村の枠を超えた一体感の醸成と均衡ある発展を目指して、新たなまち

づくりに取り組んできたところであり、今後においても相互に役割を分担し、同時に有機的

に連携することによって、地域に「定住」するために必要な諸機能を確保し、「自立」する

ための経済基盤を培い、圏域全体としての魅力を高めていく必要があります。 

そのためには、豊かな自然、文化、多様なライフスタイルを有する地域特性と、農林畜産

業をはじめとする産業が盛んな地として地域活力の創出を図りながら圏域全体の一体感の

醸成と市民と行政の協働による様々な取り組みの推進、さらには、新たな成長戦略の展開や

農林畜産業の振興、地域文化を活かした観光産業の振興などを図ることで、圏域全体の均衡

ある発展をめざすものです。 

 

３．定住自立圏共生ビジョンの期間 

 第３次総合計画との整合性を図り、令和８年度から令和 11 年度までの４年間とします。

ただし、毎年度所要の変更を必要に応じて行うものとします。 
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４．定住自立圏形成方針に基づく共生ビジョンの体系 
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福祉 

教育 

都市基盤 

産業振興 

環境 

防災 

地域公共交通 

道路等の交通 

インフラの整備 

地域内外の住民と

の交流・移住促進 

人材育成 

職員の能力向上 

地域医療体制の充実 

ライフステージに応じた 

健康づくり 

高齢者の生活支援体制の充実 

子育て支援体制の充実 

地域福祉の推進 

図書館・図書館分館の 

連携推進 

市街地の魅力ある基盤整備 

癒しの感（観）光地 

「菊池づくり」 

６次産業化推進及び販路拡大 

地産地消の推進 

再生可能エネルギー施策の推進 

防災体制の整備 

交通コミュニティの充実 

幹線道路等の 

整備促進事業 

移住・定住の促進 

地域人材の育成 

職員の能力向上の取組 

将来像 政策分野 視点 連携事項 
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５．定住自立圏形成方針に基づき推進する具体的取組 

（１）生活機能の強化に係る政策分野 

Ａ 医療 

【形成方針】 

ア 地域医療体制の充実                    

① 取組内容 

休日や夜間における救急患者の診療確保や高度な救急医療を必要とする重症患者の診療を確保するために、在宅当番・病院群

輪番制の体制整備を行う。併せて、救急医療の情報提供、熊本県小児救急電話相談事業の周知等を行う。 

② 菊池地域の役割 

県が指定した災害拠点病院や病院群輪番制の救急医療機関、菊池郡市医師会立病院を中核として、圏域内の病院及び診療所と

の連携により、災害時の対応や高度な救急医療を総合的に提供する。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

病院及び診療所を地域の拠点として、災害拠点病院や病院群輪番制の救急医療機関、菊池郡市医師会立病院との連携により、

各地域において必要な医療を提供する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （1）病院群輪番制病院運営事業 実施地域 全地域 

事業概要 

休日及び夜間における地域住民の救急医療体制を確保するために、「輪番制病院」により救急患者の 

診療を行う。菊池郡市医師会立病院、菊池中央病院、川口病院、熊本リハビリテーション病院、熊

本再春医療センター、熊本セントラル病院の６医療機関で実施。 

期待される効果 
休日や夜間における重症救急患者に対応する第二次救急医療の診療を受け持つため、重度な症状の 

治療ができるとともに、圏域住民の安心した生活に資することができる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 2,541 2,541 2,541 10,219 17,842 

国庫補助事業等の名称 

補助率等      

 

 

 

事業名 （2）在宅当番医制運営事業経費 実施地域 全地域 

事業概要 

地域住民の休日の急病に関する診療体制を確保するため当番制による診療の運営を菊池郡市医師会 

に委託して実施する。 

１日の診療科を小児科・内科・外科・その他の４科で実施。  

※菊池郡内２市２町の人口比率により算定した額を４市町で負担。 

期待される効果 休日における初期診療体制確保によって、地域住民の安全性と安心感の向上が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 1,110 1,110 1,110 1,110 4,440 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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【形成方針】 

イ ライフステージに応じた健康づくり 

①取組内容                        

子どもから高齢者までの各ライフステージに応じた健康づくりや生活習慣病予防と重症化予防のために、健康な生活を送るための

習慣づくりを関係機関と連携し取り組む。安心して子どもを生み育てるために、乳幼児健診が保護者にとって子どもの発育・発達を確

認できる場及び将来の生活習慣病予防に視点をおいた子育てについて学ぶ場となるように、正しい情報の提供と充実を図る。併せ

て、子どもの頃から正しい食習慣を身に付けることができるよう保護者等への食事指導や・保育園・小中学校での食育講座をはじめ

とした食育の推進を行う。 

また、生活習慣病の早期発見・早期治療と、重症化予防に向けて、関係機関と連携しながら健診が受けやすい体制の整備と健診

後の指導体制の充実を図る。併せて、市民自らが健康づくりに取り組めるように、運動する場の整備や活動グループのネットワーク

化への支援を行っていく。 

② 菊池地域の役割 

事業の全体調整を図るとともに、関係機関と連携し、各種健診の実施により、疾病の早期発見・早期治療を促進する。また、介護

予防事業などのライフステージに応じた健康づくりシステムを構築する。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

菊池地域及び関係機関と連携し、各種健診による疾病の早期発見・早期治療を促進する。また、地域の健康課題に応じた健康づ

くり事業を実施する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （3）健康づくり推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 

健康寿命の延伸、健康格差の縮小を図るため、生活習慣病の発症予防と重症化予防を、健診データ 

に基づき、健康相談、健康教育、訪問指導等の保健事業を実施。また、健康づくりへの関心を高める 

ために健康ポイント事業を実施するとともに、運動指導や栄養指導を行い、地域での健康づくり活 

動を進める。 

期待される効果 

市民の健診への関心を高めることにより結果から市民自身が体の変化、メカニズムを知り、自分に 

あった生活改善方法を図り、継続することで、生活習慣病の発症や「脳血管疾患」「虚血性心臓病」 

「腎不全」などの発症を減少させる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 61,324 61,324 61,324 61,324 245,296 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

健康増進事業補助金（補助率 2/3） 

 

 

事業名 （4）歯科保健事業 実施地域 全地域 

事業概要 
ライフステージに応じた歯の健康づくりを推進するために、乳幼児健診、保育園幼稚園での健康教 

育、 保育園・幼稚園でのフッ化物洗口事業、歯周疾患健診を実施。 

期待される効果 
幼児・小中学生のむし歯保有率の減少をはじめ、ライフステージに応じた歯の健康づくりを推進す 

ることにより、口腔及び体の健康の保持・増進が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 6,188 6,188 6,188 6,188 24,752 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

むし歯予防対策事業補助金（補助率 1/2）、健康増進事業補助金（補助率 2/3） 

 

 

事業名 （5）各種検診事業 実施地域 全地域 

事業概要 

生活習慣病健診、肝炎ウイルス検査や各種がん検診（胃がん検診・大腸がん検診（検便・内視鏡）・ 

肺がん検診、腹部超音波検診、子宮頸がん検診、乳がん検診（超音波・マンモグラフィ、結核検診、

骨粗しょう症検診の実施。 

期待される効果 
生活習慣病の予防や、疾病の早期発見・早期治療により、市民の健康づくりを推進するとともに医 

療費抑制が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 61,324 61,324 61,324 61,324 245,296 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

感染症予防費等補助金（1/2）、健康増進事業補助金（補助率 2/3） 
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事業名 （6）母子保健事業 実施地域 全地域 

事業概要 

健やかな子どもを産み育てるために、母子手帳の交付、乳幼児健診や育児教室、健康・育児相談や 

家庭訪問等を実施する。また、専門職による産後の母子に対して支援を行い、母親の心身回復と心 

理的な安定を促進し、安心して子育てできるよう産後ケア事業を実施する。 

期待される効果 
各乳幼児健診、相談・教育等の実施により、正しい知識を提供するとともに、必要な指導をおこな 

うことで、母子の健康保持及び増進が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 53,892 55,946 57,770 57,770 225,378 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

妊娠・出産包括支援事業補助金（補助率 1/2） 

少子化対策総合交付金事業補助金（補助率 3/4） 

母子保健対策事業補助金（補助率 1/2） 

 

 

事業名 （7）国民健康保険特定健康診査事業 実施地域 
全地域 

（国保被保険者 40歳以上 74歳まで） 

事業概要 

40 歳以上の被保険者を対象に、特定健診・特定保健指導を実施するもの。本市においては、集団健 

診と個別健診で行っている。 

集団健診を菊池養生園、個別健診を菊池市内 18 医療機関に委託し、特定健診を実施する。また、

健診結果を階層化し、動機付け支援、積極的支援の該当者を対象に保健指導を実施する。 

期待される効果 
特定健診・特定保健指導の実施により、市民の健康増進と疾病の予防を図るとともに、疾病の早期 

発見、早期治療が可能となり、市民の健康を維持する。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 23,961 23,961 23,961 23,961 95,844 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

国民健康保険特定健康診査・保健指導負担金（補助率 2/3） 

 

 

事業名 （8）後期高齢者健康診査事業 実施地域 
全地域 

（市民：75 才以上） 

事業概要 

後期高齢者の集団健診（養生園）及び個別健診（市内 21 医療機関）を実施。健診内容は、県内統

一の項目。  

後期高齢者の生活習慣病等の早期発見やフレイル予防のため健康診査を行う。 

後期高齢者の歯科口腔健診を 16 歯科医院にて実施。健診内容は、県内統一項目。後期高齢者の口

腔機能のチェックにより健康の保持増進を図る。 

期待される効果 
生活習慣病の早期発見により、適切に医療につなげていくことができる。また口腔歯科健診により

オーラルフレイルの早期予防介入ができる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 14,248 12,401 13,296 14,337 54,282 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

後期高齢者医療健診（医科）業務委託料 100％  

後期高齢者医療健診（歯科）業務委託料 100％ 
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Ｂ 福祉 

【形成方針】 

ア 高齢者の生活支援体制の充実                

① 取組内容 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう介護（在宅）サービスの充実強化、医療との連携、介護予防の

推進、見守りや買物、配食などの生活支援サービスの確保など地域包括ケアの視点に立った取組を推進していく。 

また、元気な高齢者をはじめ地域住民が支える側として参加できる、各公民館等でのふれあいデイサービスや語らいの場

などの「通(かよ)いの場」を充実させていく。 

更に、地域包括支援センターの機能を強化するとともに、地域との連携を深め、高齢者に係わる様々な生活課題の迅速な

把握と適切な支援を行っていく。 

② 菊池地域の役割 

地域包括支援センターを中心として、高齢者福祉サービスに関する総合相談や介護予防の推進、生活支援体制の整備を行

う。また、地域に密着した介護サービスの基盤整備を推進するとともに、保健、医療、福祉及び介護のネットワーク構築に

より、地域包括ケア体制の充実を図る。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

地域包括支援センターをはじめとする関係機関と連携しながら、保健、医療、福祉及び介護に関する相談に対応し情報提

供を行う。また、１人暮らし高齢者等が孤立することなく住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域の支えあいや見守

り体制を整えていく。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （9）介護予防・生活支援サービス事業 実施地域 全地域 

事業概要 

・要支援者等の多様な生活支援のニーズに対応するために、介護予防訪問介護等のサービスに加え、 

住民主体の支援等も含め、多様なサービスにより支援する。～訪問型・通所型・その他の生活支援

サービス、介護予防ケアマネジメント～ 

・住民運営の通いの場を充実させるとともに、リハビリテーション専門職等を活用した自立支援に 

資する取組を推進する。～一般介護予防事業～ 

期待される効果 

・要支援者に対する介護保険サービスの通所介護・訪問介護について、市が行う新しい総合事業に 

移行する。現行のサービス水準を落とさずに、住民主体の支援等も含め、多様なサービスや介護予

防教室等を実施することにより、高齢者の自立を促進していく。  

・住民主体の介護予防活動の支援を行うとともに、要介護状態になっても高齢者が生きがい・役割 

をもって生活できる地域の実現を目指す。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 126,584 125,892 125,892 125,892 504,260 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

地域支援事業交付金、重層的支援体制整備事業交付金（国 25.0％、県 12.5％、第 1

号保険料 23.0％、第 2 号保険料 27.0％、一般会計繰入金 12.5％） 

 

 

事業名 （10）包括的支援事業・任意事業 実施地域 全地域 

事業概要 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう地域包括支援センターにおいて様々な相談に対応 

し、高齢者の権利擁護や認知症の早期発見・早期治療に向けた体制を整える。また、高齢者の生活 

支援等サービスの体制整備を推進していくためのコーディネーターを配置する。さらに在宅医療と 

介護を一体的に提供するために、居宅に関する医療機関と介護サービス事業者などの関係者の連携 

を推進する。 

期待される効果 

高齢者に関する総合相談窓口となる地域包括支援センターの体制が強化され、認知症高齢者と介護

する家族、医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者、生活上で課題を抱えている高齢者などが、

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 51,297 51,297 51,297 51,297 205,188 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

地域支援事業交付金、重層的支援体制整備事業交付金（国 38.5％、県 19.25％、第

１号保険料 23.0％、一般会計繰入金 19.25％） 
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【形成方針】 

イ 子育て支援体制の充実                  

① 取組内容 

 安心して子どもを産み育てるための環境づくりとして、子育てへの負担感の緩和を図り、育児相談が気軽にできる「つど

いの広場」などの地域子育て支援拠点の整備や、保育所等の待機児童ゼロの維持に努める。 

切れ目のない支援体制の充実を図るための相談窓口である子育て世代包括支援センター「きくぴあ」、子どもの健全な成長及

び健康の保持・増進のための菊池市こども検診センターの充実を図る。 

 更に、病児・病後児保育事業、相互援助により育児支援を行うファミリーサポートセンター事業、保育所等における延長

保育・一時保育事業、小学校放課後等において安心して預けることができる放課後児童健全育成事業を行うことで、育児と

仕事の両立支援を行う。 

 また、少子化対策として「すくすく子宝祝金」事業により、第 3 子以降の児童の出産を奨励する。 

② 菊池地域の役割 

 保育機能の充実や計画的な保育環境の整備、子育て負担軽減施策について、総合的な推進機能を担うとともに、各種子育

て支援事業の情報発信（子育て応援ガイドの充実）及び PR など、圏域全体の子育てネットワークの中心的な役割を担う。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

 地域子育て支援センター機能を充実し、子育てを支援する関係団体と連携を図りながら、地域の特色を活かした子育て支

援体制を整備する。また、子育てに関する制度や情報を共有し、その利用を促進する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （11）子ども・子育て支援事業 実施地域 全地域 

事業概要 

仕事と家庭の両立及び地域における子育てを支援する。  

①地域子育て支援拠点事業  

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場を設置し、子育てについての相談、情報の提供、助言

その他の援助を行う。  

②病児・病後児保育事業  

保護者が就労している場合において、委託保育所の専用スペース等で病気の児童を一時的に保育す

る。  

③ファミリー・サポート・センター事業  

児童の預かり等の援助を受けることを希望する者と当該援助を行うことを希望する者との相互援助

活動。  

④延長保育事業  

保育認定を受けた子どもについて、認定こども園、保育所において開所時間を超えて保育を実施す

る。  

⑤一時保育事業  

一時的に保育が困難になった場合に、保育所等において子どもを一時的に預かる。 

⑥放課後児童健全育成事業  

主に小学校低学年を対象として、昼間保護者がいない家庭の児童の安全な活動の場及び生活の場を

与えて健全な育成を図る。  

⑦子ども医療費助成事業  

乳幼児等の疾病の早期治療による健康の保持と健全な育成、子育て支援のために 18 歳までの医療

費自己負担分を助成する。  

⑧利用者支援事業  

こども家庭センター「きくぴあ」を設置し、妊娠期から子育て期の切れ目のない相談支援体制の充

実を図る。 

⑨乳児等通園支援事業 

全ての子どもの育ちを保障し、子育て世帯の支援を行うため、保護者の就労要件を問わず保育所等

に通っていない子どもの預かりを実施する。 

期待される効果 

子育てに対する不安感等の緩和が図られるとともに、安心して子育てができる環境を提供すること

で、地域での子育ての充実が図られる。  

子どもにかかる医療費のうち、一部または全額が補助になるため子育て支援による経済的負担軽減、 

少子化対策、子どもの健康保持等の効果が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 532,535 543,351 543,443 543,351 2,162,680 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

子ども・子育て支援交付金（国 1/3、県 1/3（一事業のみ国 1/2、県 1/4）  

重層的支援体制補助金（国 2/3、県 1/6） 

熊本県子ども医療費助成事業補助金（外来：6 歳未満、入院：中学 3 年生まで、 

県 1/2） 
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事業名 （12）すくすく子宝祝金事業 実施地域 全地域 

事業概要 少子化対策のひとつとして第３子以降の出生児に対して祝金を支給し、多子世帯を支援する。 

期待される効果 多子世帯の支援、児童の健やかな育成が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 9,850 9,850 9,850 9,850 39,400 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

【形成方針】 

ウ 地域福祉の推進                        

① 取組内容 

地域での支え合いを進め、誰もが安心・安全に充実して暮らせるように、社会福祉関係団体と連携・協力しながら、福祉座談会開

催等による市民の地域福祉活動に対する意識啓発や、サロン活動等の地域における市民主体の福祉活動の活性化による地域福

祉の推進及び災害時における避難行動要支援者支援体制の構築に取り組む。 

② 菊池地域の役割 

行政機関、社会福祉協議会及び福祉関連事業所、各種団体、地域住民との連携・協働により、菊池地域及び圏域における地域福

祉に取り組んでいく体制の構築と、圏域全体における災害時の避難行動要支援者支援ネットワーク化を図る。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

菊池地域と連携・協力の中で見守り・支え合い活動を推進し、地域福祉に取り組んでいく体制の構築と災害時における避難行動要

支援者情報の共有化を図り、避難支援の充実を図る。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （13）地域福祉推進支援事業 実施地域 全地域 

事業概要 

菊池市社会福祉協議会と連携し、住民参加型のまちづくりを啓発するとともに、地域福祉活動を担

う団体の育成・支援を行う。あわせて、区長・民生委員・地域住民を対象とする地域福祉講座を実

施し、地域課題を住民同士が検討・解決できる体制構築を図る。 

また、社会情勢の変化により顕在化した複雑・複合化したケースの解決に向け、「福祉まるごと相

談室」をはじめとする関係部署および関連機関が連携して対応できる仕組みと体制を強化する。 

期待される効果 

身近な地域において、住民相互の支え合い活動を推進することにより、支援を必要とする人等への

見守り、声かけをはじめとする地域福祉活動の活性化が図られる。また、複雑・複合化したケース

に対応ができる体制整備の強化を行うことで、福祉課題の早期把握及び問題解決が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 12,936 12,936 16,587 12,936 55,395 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

重層的支援体制整備事業交付金(国 1/2、県 1/4) 
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Ｃ 教育 

【形成方針】 

ア 中央図書館と図書館分館の連携推進 

① 取組内容 

 中央公民館（中央図書室を含む）の老朽化により新たに建設した複合施設である生涯学習センター「キクロス」（１階図書

館・２階公民館、平成 29 年開館）の図書館を中央図書館（本館）と位置づけ、既設の図書館と各地区図書館分館の中核を担

うべく、図書資料、地域資料、歴史資料の収集・保存、図書館システムでの予約、貸出し、返却が行える図書の配送システ

ムを活用し、利便性向上を図る。 

 図書館資料の活用を図るため生涯学習センター「キクロス」2 階の中央公民館の事業と連携・連動し、地域課題の解決に向

けた支援を図る。 

幼稚園・保育園・小中学校をはじめ、介護福祉施設等への団体貸出しの拡充を図り、市全域での読書活動を推進するとと

もに、読み聞かせボランティアの地域間交流を進めることで人材の育成を図る。 

② 菊池地域の役割 

 生涯学習センター「キクロス」の中央図書館は、中核を担う図書館として、古文書等を含めた資料の収集・保存、レファ

レンスサービスの拡充、地域課題の解決に向けた支援、情報発信、既設の図書館、図書館分館の支援、読み聞かせボランテ

ィア団体の交流・育成事業を行う。 

 各地域の自治公民館をはじめ、幼稚園、保育園、小中学校、介護福祉施設等への団体貸出し、配本サービスの中核を担う。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

各地区図書館分館は地域拠点として、利用者ニーズを把握しながら図書の充実に努め、図書館システムでの貸出し、返却

の配送拠点として利用の向上を図る。 

 生涯学習センター「キクロス」の中央図書館と連携し、各地域の幼稚園・保育園・小中学校、介護福祉施設等への団体貸

出しの拡充を図り、読書活動を推進する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （14）市立図書館と学校図書室の連携推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 

平成 29 年 11 月、生涯学習センター１階の中央図書館が開館した。開館時から、各地区の拠点と

なる図書館の統一したシステム運用となり、市立図書館および学校図書室の図書の配送、幼保育園、

介護福祉施設等に団体貸出、配本サービスを実施し、利用の促進を図る。  

２階中央公民館と連携して地域課題解決に向けた支援、読み聞かせボランティア等を育成する講座 

などの充実を図る。 

期待される効果 

中央図書館、地域拠点となる図書館分館との図書配送をはじめ、保育園、幼稚園、小中学校、介護福

祉施設等への団体貸出や配本による、アウトリーチサービスの充実が図られる。  

 中央図書館は、２階中央公民館および各公民館と連携して地域課題の解決に向けた学習や講座、読

み聞かせボランティアの交流会および養成講座を実施することにより、生涯学習の拡充や交流が図

られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 220,340 219,661 221,568 221,565 883,134 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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Ｄ 都市基盤 

【形成方針】 

ア 市街地の魅力ある基盤整備                 

① 取組内容 

多核連携型集約都市の実現を目指すため、各都市機能施設の利便性を高めながら暮らしやすい生活環境の創出を図

る。 

また、拡散した都市機能を集約させ、生活圏の再構築を図るため、中心地と近隣地域相互の交通ネットワーク整備や情報発

信基地の活用などにより、利便性の向上を図りながら、連携されたコンパクトで快適な市街地形成を推進する。 

② 菊池地域の役割 

緑豊かな癒しの空間づくりを推進し、温泉街・商店街・菊池公園等と接する市民広場の魅力を高め、観光客の増加を目指

すとともに市民の憩いの場を創出する。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

都市機能の拠点集約を目指し、自然豊かな農村景観を保全・活用し、魅力的な居住空間の整備による活力ある地域拠点

を形成する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （15）花と緑のまちづくり事業 実施地域 全地域 

事業概要 

隈府地区の中心市街地・温泉街は、旅館・商店・飲食店等が隣接しているが近年、店舗住宅等が空

き地となり低迷した雰囲気の街となっている。中心市街地、温泉街等の空き地に植栽を行ったり、

コンペによりラブベンチを設置し、市民や観光客の寄り合う憩いの場所づくりを進め、「癒しの空

間」としての森の中のまちを創造する。  

また、ガーデニングコンテストを実施し、花のまちづくりをすすめる。 

期待される効果 
隈府地区の中心市街地・温泉街の空き地等に植樹、植栽を行い、市民・観光客の寄り合う場所づく

りが創造される。店舗先や玄関先を花で飾り、美しい景観のまちになる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 2,982 2,982 2,982 2,982 11,928 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

事業名 （16）空家等対策事業 実施地域 全地域 

事業概要 
菊池市内の空き家で管理不全により周辺の住環境の悪化につながる物への対策を行うことで、安全

性の確保・住環境の向上を図る。 

期待される効果 管理不全の空き家の除却等により、安全性が確保され、良好な住環境が確保される。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 2,524 2,524 13,024 2,524 20,596 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

社会資本整備総合交付金 
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Ｅ 産業振興 

【形成方針】 

ア 癒しの感（観）光地「きくちづくり」            

① 取組内容 

本市観光のシンボルとなっている菊池渓谷に代表される豊かな自然、清らかな水。その豊かな自然の中で育まれた豊富な農林畜

産物を観光素材として捉え、「観(み)る観光」から、「体験型の観光」プログラムを構築し、本市が持つ観光資源や農林畜産物のイメー

ジアップを図る。 

菊池温泉をはじめ、各地域に点在する温泉については、単なる入浴のみならず、健康プログラムの１つとして取り入れるなど、良質

な温泉の幅広い利活用を図っていく。 

更に、菊池一族の歴史・文化などに代表される歴史的な資源については、観光協会のボランティアガイドにより菊池神社を中心と

した歴史散策で体感できるシステムを確立する。 

② 菊池地域の役割 

菊池観光のキーワードといえる「自然」「歴史」「温泉」の揃った、中心的な役割を果たす地域である。 

郊外には、菊池のシンボルである菊池渓谷、竜門ダム、四季の里旭志、菊池川水系の井手をカヌーで下る九州唯一の大自然アト

ラクション「イデベンチャー」の体験など、かけがえのない自然や環境を活かした活動をメディアやＳＮＳなど様々な媒体を活用した情

報発信を行い、菊池のシンボルから日本のシンボルとして国内外への周知を図っていく。 

街中においては、城下の風情ある町並みや、商店街と近接した温泉旅館街があり、宿泊施設関係者はもとより市民の「おもてなし」

の心を醸成することにより、観光客と地域住民とのふれあいをより一層促し、菊池ファンの増加につなげる。 

また、観光協会や商工会、旅館組合との連携による様々な事業の展開や各地域の物産館等と連携し、菊池ブランドの食材を積極

的に活用する。 

③ 七城地域の役割 

温泉ドームやメロンドームを中心にリピーターの増加を目指すとともに、観光情報の発信や特産物である米やメロンの認知度向上

を図る。 

また、菊池川・迫間川河川敷に咲き誇るコスモスを堪能できる地域の一大イベントであるコスモスウォーク・まつりの集客増を図る。 

④ 旭志地域の役割 

「日本一のホタルの里」を目指し、河川の保護管理活動を行いながら、地域が一体となったホタルの育成活動を行う。 

また、四季の里旭志の自主企画イベント開催をはじめ、道の駅旭志における旭志牛の認知度向上を図り集客増を目指す。 

⑤ 泗水地域の役割 

孔子公園を活用した孔子まつり等のイベントによる誘客や養生市場の名物である弁当の知名度アップを図る。 

イチイガシ（泗水地域で１番の巨木）や菊池飛行場ミュージアムを取り入れたフットパスコースを整備し、自然学習や平和学習に活

用する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （17）観光プロモーション事業 実施地域 全地域 

事業概要 

菊池渓谷に代表される豊かな自然、清らかな水、その水から生まれる安心・安全な農林畜産物など、 

市の豊かな観光資源の魅力を、ＳＮＳやイベント出展のほか、様々な媒体を活用して効果的な情報

発信を行い、国内外に向けた認知度向上、イメージアップ、観光客誘致を推進する 

期待される効果 本市の認知度を高め、観光客（宿泊客）数の増加による地域経済の活性化が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 12,533 12,059 12,059 4,637 41,288 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

くまもと未来づくりスタートアップ補助金 2/3 

 

 

事業名 （18）菊池温泉街リブランディング事業 実施地域 全地域 

事業概要 

菊池温泉街の景観整備や宿泊施設の修景・改修、また飲食店による地元食材をふんだんに使用した

魅力あるグルメ提供によって、「来たくなる、居たくなる」温泉街の魅力づくりに取り組み、観光客

誘致を促進する。 

期待される効果 温泉街や宿泊施設、飲食店の魅力向上により、観光客（宿泊）数と観光消費額の増加が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 81,223 76,000 26,000 事業費未定 183,223 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

地域未来交付金 1/2 
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事業名 （19）観光地域づくり推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 

体験型の観光プログラム等の開発や観光・歴史ボランティアガイド事業など、着地型観光事業を行

う。 

（一社）菊池観光協会（ＤＭＯ）に対し、運営資金の補助及び運営に係る事務支援を実施し、観光

客の増加による地域経済の活性化を図る。 

期待される効果 観光客（宿泊）数の増加と観光消費額の増加が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 89,634 89,634 89,634 89,634 358,536 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

地域未来交付金 1/2 

 

 

事業名 （20）イベント・祭り補助事業 実施地域 全地域 

事業概要 

菊池、七城、旭志、泗水地区のそれぞれの地域の特色を活かしたイベント（菊人形・菊まつり、竜

門ダムフェスタ、白龍まつり、ホタル観賞、泗水夏まつり、コスモスまつり）を実施する実行委員

会に対し、事業費の補助等及び運営に係る事務支援を行い、観光客の増加による地域経済の活性化

を図る。 

期待される効果 観光客（宿泊）数の増加と観光消費額の増加に繋げる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 28,240 28,040 28,040 28,040 112,160 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

事業名 （21）企業誘致等推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 

既立地企業フォローアップ訪問により情報の共有を行い、投資計画の掘り起こしと支援策等の周知

を行うことで、企業の業容拡大を支援します。また、企業等の進出に対応するためゾーニングに沿

った誘導を促進します。 

期待される効果 
雇用と投資が進むことに伴い、市内の働く場が多様化することで若者の流出を防ぐ効果が期待でき

る。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 29,933 5,933 5,933 5,933 47,732 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

事業名 （22）創業支援事業 実施地域 全地域 

事業概要 

創業を目指す者に対して、創業セミナーや個別相談会を通して、創業までのノウハウの習得や個別

課題の解決につなげる。また、本市で創業する者又は新分野に進出する者を支援することにより経

営基盤の安定化を図り、地域産業の活性化を図る。 

期待される効果 
意欲、将来性、地域産業への波及効果が期待され、事業の継続性が見込める創業者の支援と育成を

図る効果が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 15,235 15,971 16,743 17,554 65,503 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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事業名 （23）繁盛店づくり支援事業 実施地域 全地域 

事業概要 

基礎コース、ステップアップコース、チャレンジコースの３コースを設定し最長３年間にわたり、 

専門家による臨店指導を実施することで、繁盛店を育成し、地域の賑わいを創出し、経済の活性化 

を図る。 

期待される効果 

商売を営む上で必要な「考える力」の醸成に繋がり、行政の力に頼らず、自らの力で動き出 

そうとしていく個店を増やす。また、経営革新事業の策定を行った店舗に対して、店舗または商品 

の魅力向上を補助することで地域経済の活性化に繋がる効果が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 0 0 0 0 0 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

事業名 （24）副業人材活用事業 実施地域 全地域 

事業概要 
副業人材の活用に関する正しい情報等の啓発と、マッチング成立後の委託料や報酬等に対する補助

により、副業人材を活用する事業者を支援する。 

期待される効果 市内事業者の成長戦略の実現・経営課題解決などに繋がり、商工業の活性化が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

事業名 （25）キャッシュレス推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 
事業者の DX化や省力化投資による人手不足解消・売上拡大・生産性向上を支援することで、キャッ

シュレス決済や新たな取組を行う事業者を支援する。 

期待される効果 
市民の利便性向上とインバウンド観光も含めて観光客を安定的に確保できる基盤強化が期待でき

る。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 0 0 0 0 0 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

事業名 （26）空き店舗対策事業 実施地域 隈府地域 

事業概要 
中心市街地の空き店舗や空きスペースを活用して出店する事業者を支援し、まちなかの活性化を促

進する。 

期待される効果 
既存資源を活用した創業等を促進することにより、多くの人が回遊し、かつての賑わいを取り戻す

効果が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 0 0 0 0 0 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

第 2 世代交付金 

1/2補助 

 

事業名 （27）事業承継推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 

将来の事業主となりえる意欲ある若者を支援し、地域に根差した持続可能な後継者の育成を図る。

また、後継者の課題を抱える事業者の事業を継続させ、技術・サービス・雇用の喪失を防ぐととも

に、さらなる地域経済の活性化を推進するため、商工会や金融機関と連携し、事業承継を促進する。 

期待される効果 
意欲ある若者による自主的な努力を助長し、後継者の課題を抱える事業者の技術・サービス・雇用

の喪失を防ぐとともに、さらなる地域経済の活性化が期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 3,350 2,350 2,350 2,350 10,400 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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【形成方針】 

イ ６次産業化推進及び販路拡大                  

①取組内容 

本市農林畜産物の安全・安心の栽培制度である「環境王国菊池農業生産基準」に基づき生産した商品を、ＪＡ菊池や各物

産館などと連携し、インターネット等の活用をすすめ販売強化することにより、地元食材の消費拡大による生産者所得の向

上に向けた取組を推進する。 

また、菊池米のブランド化のため、菊池市で生産されているお米を一同に集めた「菊池米食味コンクール」を実施すること

により、市場及び消費者へのＰＲを行い、米の消費拡大と菊池ファン増加につなげることを目的とする。 

② 菊池地域の役割 

行政、ＪＡ菊池、きくち観光物産館、菓子組合、関係機関と連携し、6次産業化に向けた取組強化を図り、販売戦略を十分

検討の上、計画的かつ重点的に情報発信や販売促進活動を行う。 

また、地域の特産品である菊芋、ヤーコンについては、生産体制を確立し、新製品開発についても積極的に取り組む。 

③ 七城地域の役割 

行政、ＪＡ菊池、道の駅七城メロンドーム、㈲七城町銘柄米センターを中心として、米・メロン等の作物づくりを積極的

に推進し、販売促進活動を行う。 

また、財団法人日本穀物検定協会主催の米の食味コンクールにおいて、最高評価である特Ａを受賞し続けている「七城の米」

については、更なる良食味を追求し、他の地域を牽引する役割を担う。 

④ 旭志地域の役割 

行政、ＪＡ菊池、道の駅旭志ふれあいセンターを中心として、ホタルの里づくりを継続しつつ、特産品である畜産物はも

とより良質堆肥の投入による作物づくりを積極的に推進し、「ホタル」を活かした販売促進活動を行う。 

⑤ 泗水地域の役割 

行政、ＪＡ菊池、道の駅泗水養生市場を中心として、特産品である酪農乳製品の開発や、赤大豆等の作物づくりを推進し、

くまもとグリーン農業と環境王国菊池農業生産基準の生産制度を積極的に活用した販売促進活動を行う。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （28）ブランド推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 

本市農産物の安全安心な栽培基準である「菊池基準」の普及促進を図り、本市農林畜産物の消費拡

大を図る。 

新商品の開発・販売を支援することで 6 次産業化にもつなげて農林畜産物の高付加価値を推進す

る。 

本市農林畜産物の消費拡大のために食のイベントを JA 菊池、菊池商工会、物産館等と開催し、市

内外の消費者へＰＲと、販路拡大に向けた取組みを行う。 

期待される効果 
農家所得向上と農家生産意欲、さらには本市知名度アップによる集客の確保、それに伴う関連事業

者のサービス提供による活性化等、多様なプラス効果が見込まれる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 12,235 11,966 11,327 11,235 46,763 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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【形成方針】 

ウ 地産地消の推進                        

① 取組内容 

ご当地グルメを開発し、地元食材の地産地消を積極的に推進するため、農業者と消費者を結び付け「顔が見え、話ができ

る」関係で地域の農林畜産物を購入する機会を提供するとともに、地域の農業と関連産業の活性化を推進する。 

② 菊池地域の役割 

ＪＡ菊池、各地域の物産館や観光協会と連携し、地産地消を推進する飲食店や旅館等の拡大に努めるとともに、地元食材の

ＰＲ活動を県内外へ積極的に推進していく。 

また、農業者向けの 6 次産業化の支援を強化していくことで、地産地消の推進を図っていく。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

ＪＡ菊池、各地域の物産館などと連携し、地域の消費者が、安心して地域の農林畜産物の購入ができるよう、各地域の特

産品、こだわりを持った生産者の掘り起こしを推進し、併せて消費者と生産者とのコミュニケーションが生まれる環境を構

築することで、地域の農業と関連産業の活性化を図っていく。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （29）農産物消費拡大事業 実施地域 全地域 

事業概要 菊池市の農林畜産物の消費拡大のため、市内外に向けたＰＲを積極的に展開する。 

期待される効果 
菊池市内の農林畜産物を広く市内外にＰＲすることで、安心・安全な農林畜産物への理解を深め、 

消費拡大が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 1,621 1,621 1,621 1,621 6,484 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

Ｆ 環境 

【形成方針】 

ア 再生可能エネルギー施策の推進                 

① 取組内容 

地域資源（小水力、バイオマス等）を活かした、本市の現状に即した再生可能エネルギー政策を推進することで、循環型

社会のモデル地方都市を目指す。 

② 全地域の役割 

小水力、バイオマス等を活用した再生可能エネルギーの推進に取り組み、地球温暖化の防止、循環型社会の形成を図り、

農林畜産業の活性化、新たな産業の創出、新規雇用の増加等につなげる。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （30）再生可能エネルギー利活用事業 実施地域 全地域 

事業概要 

小水力、バイオマス等をエネルギー源とした再生可能エネルギー（電力、熱）を活用する。  

【主な事業内容】  

 ・民間事業者による市内の小水力バイオマス等を用いた発電システムの導入を支援する。 

期待される効果 

・小水力やバイオマス資源を活用することによる地球温暖化の防止 

・生じたエネルギーの地産地消による地域の活性化 

・公共施設への電力供給 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 82 82 82 82 328 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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Ｇ 防災 

【形成方針】 

ア 防災体制の整備                      

① 取組内容 

圏域の防災情報を一元的に収集伝達するために、既存の防災行政無線を有効活用するとともに、きくち防災・行政ナビや

安心安全メール等の通信手段を活用した防災ネットワークの構築及び市民への通信手段の周知を図る。 

また、防災意識の普及・啓発を図りながら、自主防災組織等の結成を促すとともに、総合防災訓練を実施するなど、市民

の自主防災力の向上を図る。 

② 菊池地域の役割 

本庁舎において、防災情報を一元的に収集するとともに、消防団、消防本部及び警察署等と連携して情報の共有化を行い、

防災行政無線、きくち防災・行政ナビ及び安心安全メール等の通信手段を活用して市民へ情報の伝達を図るとともに防災情

報の収集手段を市民へ周知する。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

各地域の防災情報を集約するとともに、防災行政無線、きくち防災・行政ナビ及び安心安全メール等の通信手段を活用し

て市民へ情報の伝達を図るとともに防災情報の収集手段を市民へ周知する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （31）防災士育成事業 実施地域 全地域 

事業概要 防災士の資格取得に対し受験料等の費用を支援する事業 

期待される効果 
地域の防災リーダーとして自助・共助の中核を担う防災士を育成することで、地域防災力の向上が

図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 511 603 897 648 2,659 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

事業名 （32）防災行政無線等整備事業 実施地域 全地域 

事業概要 
平時は一般行政情報の伝達を行い、災害時には市民へ的確な情報提供、避難誘導などを行うため、

防災行政無線及び戸別受信機の更新を行う。 

期待される効果 

現在使用している 16QAM 方式のデジタル無線放送から、総務省が推奨する新たなデジタル無線放送

である QPSK方式へ移行する必要があるため、令和 11年度から３年程度かけて放送設備の更新を行

うことで、平時はもとより災害時でも市民への的確な情報伝達が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 0 0 0 100,000 100,000 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

緊急防災減災事業債（100％充当、70％交付税措置有） 

 

 

事業名 （33）災害対策経費 実施地域 全地域 

事業概要 
災害発生時の災害対策本部、警戒本部、情報連絡本部による災害対応と、市民、関係機関及び市が

一体となって、総合的かつ実践的な防災訓練を菊池・七城・旭志・泗水地域持ち回りで実施する。 

期待される効果 
災害時における防災活動の円滑化及び関係機関相互の協力体制の確立を図るとともに、多くの市民 

に参加してもらい防災意識の高揚が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 7,824 8,345 8,345 8,345 32,859 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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(２) 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

Ａ 地域公共交通 

 

【具体的な事業】 

事業名 （34） 交通コミュニティ対策事業 実施地域 全地域 

事業概要 

路線バスとの連携強化、利用者のニーズや地域の特性を踏まえ、効率的で利便性の高い交通体系を

構築する。  

圏域住民の日常生活に必要な交通手段を確保し、地域間の交流を推進するために路線バスへの運

行補助、コミュニティバス、乗合タクシーの運行補助を行う。 

期待される効果 

・交通空白地域の解消を行う。 

・買物、通院などの交通手段を確保し、生活環境の向上が図られる。 

・住民の公共交通の利便性等に対する満足度の向上が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 131,193 136,538 142,263 148,398 558,392 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

生活交通維持・活性化総合交付金（県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形成方針】 

ア 交通コミュニティの充実                  

① 取組内容 

公共交通機関の利用状況とその課題を検証することで、環境の変化に伴う利用者ニーズを的確に把握し、市民の身近な交

通手段である路線バス、乗合タクシー、コミュニティバスの利便性向上を図り、交通体系を維持・確保していくための取組

を推進する。 

② 菊池地域の役割 

公共施設、病院、大型商業施設をコミュニティバス「きくちべんりカー」の運行経路に取り込むことにより、日常生活の

確保、利便性の向上を図る。           

また、観光利用等の２次交通の移動手段として確保し、地域経済の活性化を図る。 

公共交通空白地域においても、乗合タクシー「きくちあいのりタクシー」により日常生活を確保する。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

各地域では、乗合タクシー「きくちあいのりタクシー」や路線バスを、買物や通院等の市民生活を支える移動手段として

地域の実情や利用者ニーズに合った運行を進め、利便性の向上を図る。 
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Ｂ 道路等の交通インフラの整備 

【形成方針】 

ア 幹線道路等の整備促進事業                    

① 取組内容 

市民生活における利便性の向上と産業・経済活動を活性化させるため、圏域内外を結ぶ国・県道の整備促進や主要幹線道路

及び主要施設へのアクセス道路の整備を行うことで、圏域における交通ネットワークの強化を図る。 

② 菊池地域の役割 

国・県道及び主要施設へのアクセス道路の整備を行い、地域内外からのアクセスに対し、十分な道路機能を保持することで、

市民生活や産業、経済活動における拠点としての役割を果たす。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

主要幹線道路までのアクセス道路の整備を行い、拠点としての役割を持つ菊池地域への接続を円滑化させ、地域内における

市民生活の利便性向上を図る。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （35）道路橋りょう新設改良事業 実施地域 全地域 

事業概要 
市民生活の利便性の向上と経済、産業活動の活性化を促すため、国道や県道を繋ぐ幹線道路の整備

を行う。 

期待される効果 
主要幹線道路である県道と主要な公共施設とのアクセス道路の強化により、市民生活における利便

性の向上が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 347,136 313,000 85,000 85,000 830,136 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

社会資本整備総合交付金 56.1% 公共事業等債 90%  

辺地対策事業債 100% 過疎対策事業債 100%  地方道路等整備事業債 90% 

 

 

事業名 （36）道路維持整備事業 実施地域 全地域 

事業概要 
幹線道路へ接続する、生活道路において、舗装の補修や側溝の整備を行うことで、安全で円滑に通

行できる道路整備を行う。 

期待される効果 幹線道路へのアクセス機能の強化により、市民生活における利便性と安全性の向上が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 308,680 345,000 480,000 500,000 1,633,680 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

公共施設等適正管理推進事業債 90％  辺地対策事業債 100% 過疎対策事業債 100% 

地方道路等整備事業債 90% 
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Ｃ 地域内外の住民との交流・移住促進 

【形成方針】 

ア 移住・定住の促進                     

① 取組内容 

恵まれた自然環境や温泉をはじめとする観光資源を活用しながら定住化促進の取組を進める。 

空き家・空き地の有効活用を図り「菊池市空き家バンク制度」を充実させ、売りたい・貸したい人の空き家・空き地情報を

ホームページで提供するほか、継続的な「きくち暮らし」の支援を行う。 

また、移住・定住相談の総合窓口を充実させ、庁内各課の連携体制を構築しながら、移住者支援体制の整備と充実を図る。 

② 菊池地域の役割 

空き家・空き地情報及び移住・定住に関する情報を集約したサイトを充実させ、都市部の移住・定住希望者への情報発信

を行うとともに、移住・定住支援策の充実を図る。 

また、移住者や移住希望者、地域の方々が気軽に立ち寄り、情報の集約が図れる拠点づくりを行う。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

各地域内の空き家・空き地情報を集約し、各地域の特性に応じた効果的な移住・定住の受入れ体制の整備を図る。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （37）移住定住推進事業 実施地域 全地域 

事業概要 

居住人口の増加及び地域の活性化に向けて、効果的に移住・定住の相談に応じる一元的な相談体制 

の整備や移住希望者と本市の空き家を結び付ける制度である「空き家バンク制度」の充実、都市部

で 

の移住相談会の開催やホームページ等による本市の魅力を情報発信する。 

期待される効果 
移住希望者のニーズに対応した支援策を講ずることにより、本圏域への定住促進と地域の活性化、 

増加する空き家の活用及び定住希望者の住宅の確保が図られる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 56,531 56,531 56,531 56,058 225,651 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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(３) 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

Ａ 人材の育成 

【形成方針】 

ア 地域人材の育成                      

① 取組内容 

包括連携協定を締結している大学、市内の高校、市民、行政が連携し、自立的な地域づくりと創造力豊かな人材育成を図

る。 

 また、都市部から地域活性化に意欲のある人材を受け入れ、外部からの視点で地域活性化の核となる人材育成を図り、地

域づくりを推進する。 

② 菊池地域の役割 

 地域づくりを担う人材や組織などの発掘、育成、連携を推進するとともに、自然・歴史・伝統・文化など地域資源を活か

しながら地域づくりに努め、人材等のネットワークの構築を図る。 

③ 七城地域、旭志地域及び泗水地域の役割 

 自然・歴史・伝統・文化など地域資源を活かしながら人材と組織の育成を推進し、特色ある地域づくりに努め、構築され

たネットワークを活用する。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （38）域学連携地域づくり事業 実施地域 全地域 

事業概要 
大学、高校、まちづくり団体が連携し、その専門性や得意分野を活かした取り組みを通して、地域

の課題解決を図る。 

期待される効果 
行政だけでは気付きにくい地域の課題や魅力を市民自ら解決・情報発信することにより、地域活性

化を図り、まちづくりに携わる人々の人材育成に繋げる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 0 0 0 0 0 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

事業名 （39）地域づくり総合事業 実施地域 全地域 

事業概要 

市民主体による自主的で、地域実情にあった地域づくりを行うために、行政区や地域づくり団体な

どを育成し、その活動を支援する。  

地域課題や行政課題を自ら解決しようとする市民団体等が、公益的な事業を提案し、市との協働事

業として実施することで「市民力」を活かしたまちづくりを推進する。 

期待される効果 
圏域内においてまちづくりに主体的な、地域・団体を育成するともに市民活動への参画、協働を推

進する。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 2,600 2,600 2,600 2,600 10,400 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

事業名 （40）地域おこし協力隊費 実施地域 全地域 

事業概要 
都市部の住民を地域おこし協力隊として一定期間受け入れ、農林業、住民生活支援などの各種活動

に従事しながら、地域力の維持強化や移住定住の促進を図る。 

期待される効果 
・隊員の才能・能力を活かした活動を行い、地域活性化が図られる。 

・地域への移住、定住を推進する。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 5,736 5,736 5,736 5,736 22,944 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

特別交付税措置 
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事業名 （41）未来創造塾事業 実施地域 全地域 

事業概要 

人口減少や少子高齢化が起因となり、空き家や空き店舗の増加・地域の担い手不足など、様々な地 

域課題が引き起こされている。このような中、地域に人が住み続けるために、地域資源を活用しな 

がら新たなビジネスモデル等を創出し、価値を生み出していく地域の担い手を産官学金が連携し育 

成することで、地域課題の解決と地域経済の活性化の実現を図る。 

期待される効果 
地域課題の解決と新たなビジネスモデルの創出へと繋がり、地域と企業（事業者）の双方に効果が 

あるほか、ビジネスとつなげることで民間主導による力強い地域づくりが期待できる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 2,018 2,018 2,018 2,018 8,072 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 

 

 

 

Ｂ 職員の能力向上 

【形成方針】 

ア 職員の能力向上の取組                     

① 取組内容 

 多様化する市民ニーズに的確に対応していくため、各種研修等を通して職員のスキルアップを図り、本市が抱える各種の

課題解決ができる人材の育成に取り組む。 

 また、県内の大学と締結している包括連携協定に基づき、人的・知的資源の交流・活用に係る連携協力を一層促進し、職

員の政策立案能力等の向上を図るとともに、国・県等との人事交流を通じて得られた職員の実務経験を本市の業務・施策に

反映させ、行政運営の効率化をより促進する。 

② 全地域の役割 

 中心地域、周辺地域の区別なく、全ての職員の能力向上を図ることにより、市民サービスの一層の充実を図る。 

 

【具体的な事業】 

事業名 （42）職員研修事業 実施地域 全地域 

事業概要 
多様化する市民ニーズに的確に対応していくため、各種研修を実施し職員の能力開発を行う。また、

国や県等との機関と人事交流を行い、多様な実務経験と専門知識の習得を図る。 

期待される効果 

階層別研修や専門研修を受講することにより、職員として必要とされる能力が向上し、市民サービ

スの充実が図られる。また、国や県等との機関と人事交流をすることにより、より高度な専門知識

を習得するとともに職員の意識改革や資質を向上させ、市民サービスの充実に繋げる。 

事業費 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 合計 

(単位：千円) 5,057 5,057 5,057 5,057 5,057 

国庫補助事業等の名称 

補助率等 
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６．定住自立圏形成方針に基づき推進する具体的取組に関する成果指標 

 

（１）圏域の将来像における成果指標 

人口流出を抑制し、人口減少カーブを緩やかにすることによって行政規模の維持を目指す 

目標指標 Ｒ７ Ｒ12 Ｒ17 

圏域内人口 44,155 人 41,823 人 39,551 人 

 

（２）基本目標における成果指標 

成果指標（KPI） 現状値（Ｒ５） 目標値（Ｒ11） 

子育てしやすい環境が整っていると感じている市

民の割合 
34.3% 上昇 

高齢者福祉サービスに満足していると感じている

市民の割合 
26.9% 上昇 

緑や公園（遊具等）があり、住みやすいと感じてい

る市民の割合 
32.2% 上昇 

市内外を結ぶ公共交通機関等が充実していると感

じている市民の割合 
15.9% 上昇 

今後も菊池市に住み続けたいと思う市民の割合 66.0% 上昇 

 

 

 

（３）各政策分野における具体的取組に係る成果指標 

① 生活機能の強化に係る政策分野 

【医療】 

事業名 健康づくり推進事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

Ⅱ度高血圧症者の割合 4.8% 5.1% 

LDL コレステロール 180mg／dl

以上の割合 
4.7% 3.55% 

HbA1c6.5 以上の人の割合 13.7% 13.1% 

人口透析新規導入者数 ５人 ２人 

 

事業名 歯科保健事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

歯周疾患健診受診率 9.3% 9.5% 

 

 

 

 

 

 

 

コメントの追加 [01]: 人口ビジョンから抜き出し 

コメントの追加 [02]: 総合計画変更による市民アンケ

ート結果を反映 
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事業名 各種検診事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値（Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

胃がん検診受診率 10.9% 11.5% 

肺がん検診受診率 8.3% 8.9% 

大腸がん検診受診率 11.2% 12.3% 

子宮頸がん検診受診率 15.9% 16.5% 

乳がんマンモグラフィ検診受

診率 
20.9% 21.5% 

 

事業名 母子保健事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

低体重児出生率 8.8% 0% 

3 歳児健診受診率 97.8% 100% 

3 歳児の 21 時まで就寝率 17.8% 30% 

 

事業名 健康診査事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

特定健康診査受診率 37.8％ 50.0％ 

 

 

 

【福祉】 

事業名 介護予防・生活支援サービス事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ６) 目標値（Ｒ11） 

住民運営の通いの場箇所数 124 箇所 132 箇所 

 

事業名 包括的支援事業・任意事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

認知症サポーターの数 21,404 人 27,000 人 

 

事業名 地域福祉推進支援事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値（Ｒ７) 目標値（Ｒ11） 

地域福祉講座平均参加人数 16.5 人 24.0 人 

 

 

 

 

 

 

 

 



37 

 

【教育】 

事業名 市立図書館と学校図書室の連携推進事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ６) 目標値（Ｒ11） 

公民館・図書館の利用者数 358,439 人 372,991 人 

書籍の貸し出し数 314,210 冊 320,700 冊 

 

【都市基盤】 

事業名 花と緑のまちづくり事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ６) 目標値（Ｒ11） 

緑化や美化活動を行うボラン

ティアグループ数 
19 団体 24 団体 

グリーン市民登録件数 42 件 52 件 

 

【産業振興】 

事業名 
観光プロモーション事業・菊池観光協会補助事業 

イベント・祭り補助事業 
全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

観光客の入込数 2,753,169 人 4,050,000 人 

 

事業名 創業支援事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

創業支援者のうち創業件数 19 件 82 件 

 

事業名 企業誘致等推進事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

市内３高校から市内事業所へ

の就職率 
7.4% 12.0% 

 

【防災】 

事業名 防災士育成事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

自主防災組織の組織率 91.95％ 100％ 

防災士の登録数 284 人 500 人 
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② 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

【地域公共交通】 

事業名 交通コミュニティ対策事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ６) 目標値（Ｒ11） 

べんりカー利用者数 12,917 人 13,500 人 

あいのりタクシー利用者数 7,764 人 8,150 人 

 

【地域内外の住民との交流・移住促進】 

事業名 移住定住推進事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ６) 目標値（Ｒ11） 

空き家バンクや補助制度を活

用した市外からの移住者数 
168 人 368 人 

 

 

③ 圏域マネージメント能力の強化に係る政策分野 

【人材の育成】 

事業名 未来創造塾事業 全域 

成果指標

（KPI） 

指標 現状値(Ｒ５) 目標値（Ｒ11） 

未来創造塾等、まちづくりリー

ダー講座の受講者数 
10 人 82 人 

 

 


